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本書は，グローバルな人的資源管理（HRM）

をめぐる様々なキー・イシューに関して，平易

な日本語と英語の全文対訳での論述がなされた

ユニークな著作である。（グローバル）HRM

の重要な理論や概念について記された 10 の章

と，それに基づく 17 のケーススタディ，なら

びに架空の日本企業を舞台とする 10 のサンプ

ル・カンバセーションから構成されている。

HRMに関する書籍は，著者らが「はしがき」

で論じるように，枚挙に暇がない。しかし，本

書は以下の点で独自性を有している。

第 1 に，2 名の著者により学術的視角と実践

的視角の双方から，HRMに関する接近がなさ

れていることである。従来，企業の HR ポリ

シーは，国ごとでの差異が非常に大きかった

が，近年グローバル人材向けのHRポリシーを

中心に世界的に収斂する傾向が見られる。それ

に伴い，人事部に求められる役割や価値が変容

しつつある。そうした昨今のHRMの変容につ

いて，学術面・実践面双方の観点から紙幅が割

かれている。たとえば，エンプロイヤー・ブラ

ンディング（第 2 章），タレント・マネジメント

（第 6 章），職場でのハラスメントやコンプライ

アンス（第 7章）といった新しいイシューに関

する論説もなされており，興味深い。

第 2に，日本企業が抱えやすいHR上の諸課

題が明確化され，即効性の高い方策が提示され

ているという点である。特にケーススタディは

実例に基づく内容となっており，海外派遣者や

現地従業員が直面する課題点が浮き彫りとなっ

ている。たとえば，人事評価の仕組みや歓迎さ

れないポジション異動を現地社員にどのように

伝達し，どう理解してもらえば良いのか。ま

た，海外子会社における採用面接での留意点な

ど，日本人の海外派遣社員が相対する難題につ

いて，処方箋を学ぶことができる。

第 3 に，本書の内容が紙べースにとどまら

ず，デジタル化の推進がなされている点でも斬

新さが見られる。「オンライン・ラーニング・

ラウンジ」がネット上に開設され，ネイティブ

による音声を聴いたり，読者同士での交流など

が可能となっており，HRM 関連の英語を

「耳」からも習得することができる。

コロナ禍の影響により，「ジョブ型」労働へ

の移行が見られるなど，日本型労働慣行が急速

に変移する可能性が論じられている。HRMに

関心のある実務家・研究者だけでなく，海外と

接点をもつ可能性のあるビジネスマン，学生な

ど広範囲にわたり有益な書であり，一読を強く

お勧めしたい。
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